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会員各位 

一般社団法人日本ファームステイ協会事務局です。 

いつも当会の活動にご理解頂き、誠にありがとうございます。 

 6 月に入り、本格的に梅雨の時期となりました。我慢の日々に梅雨のどんよりとした 

空気でさらに落ち込む日が続くなか、町で見かける紫陽花が色鮮やかに花開く季節となり

ましたが皆様はいかがお過ごしでしょうか。 

蒸し暑い日々がもう少し続きそうですが、どうぞお身体ご自愛ください。 

 

さて、今回は下記の内容で＜JPCSA 最新情報＞、＜農泊関連情報＞をお届けいたします。 

 

◆「社員総会・理事会・評議会」開催のご報告 

◆ 第８回「ディスカバー農山漁村の宝 ＡＷＡＲＤ」の募集開始 

       ◆「令和３年度観光施策」（※観光白書）が決定しました 

       ◆「新たな旅のスタイル」企業と地域によるモデル事業公募が開始 

 

主な協会行事 

実施月 行事 内容 

4 月 

 

5 日 品質評価支援 WG 

20 日 品質評価支援 WG 

事業化に向けた WG を実施 

5 月 11 日 品質評価支援 WG 

14 日 専門家派遣 WG 

事業化に向けた WG を実施 

 

6 月 4 日 社員総会、理事会・評議会 2020 年度事業報告・2021 年度事業計

画、理事等選任の承認を実施 

15 日 事業局ミーティング 品質評価支援および専門家派遣事業キ

ックオフミーティングを実施 

29 日「農泊施設における新型コロナ

ウイルス対応ガイドライン」 

一部を改訂した第 4 版の発行（予定） 

 

＜JPCSA 最新情報＞ 

〜 JPCSA News 〜 
 

◆「社員総会・理事会・評議会」開催のご報告 

  6 月 4 日(金)に東京都中央区銀座にある『時事通信社ビル』とオンラインにて社員総

会・理事会・評議会を開催し、前期の事業報告や、今期の事業計画を発表しました。 

また、農泊地域における各種施設の品質向上に向けた多面的支援を目的とする『農泊品質

評価支援制度規定制定』について、公的機関、観光、農業、メディアなど役員の様々な専門

的視点から議論がされました。この内容につきましては、今後改めてご報告させていただき



ます。 

 本会議の概要は以下のとおりです。 

【2021年度 活動計画概要】 

本会が現在の農泊において課題と考える『地域における担い手、経験不足』や『ビジ

ネスとしての経営資源不足』、『農泊交付金支援終了後の協議会(地域)存続』、

『Post(With)コロナ時代の農泊の育成・維持・拡大』に対して、今年度は以下の 4つの

方向性から活動に取り組みます。 

⑴ コロナウイルス対応策推進と浸透、Post/Withコロナでの需要創造支援と活動 

⑵ 農泊地域への人材並びに農泊の積極支援 

⑶ 普遍的 4本柱の施策化 

⑷ 活動の多角化と自治体や農泊地域等との関係性強化 

 

これらの方向性をもとに、今年度取り組む主な活動は次のとおりです。 

課題解決支援 

人財育成研修 農泊地域の持続的発展の啓発と受入体制強化の為の実践研修 

専門家派遣 農泊地域ごとの課題に応じた専門家を派遣し、課題解決を図る 

広報機能強化 
農泊のさらなる推進や関係性強化のための研修会・セミナー等の

実施(WEB開催含む) 

 

品質評価支援制度 (※後述) 

制度の確立設計と運用 
Sakura Quality Japan とワーキンググループにより制度詳

細を確定 

評価員の育成 
品質制度の内容理解と評価員スキルを平準化を目的に研修

会を開催と評価員による調査の実施 

※品質評価支援制度について 

 国際基準を踏まえた、日本独自の「農泊品質評価支援制度」により、“格付け”や“選

別”ではなく品質の底上げをめざし、個々の実践者や各種施設だけでなく農泊地域全

体の品質向上を支援する制度です。 

「客観的基準」に基づく「品質」を「評価」し「認証」することにより、利用者に「安

心・安全」を提供することを目指しています。 

  

ワーキンググループ 

政策提言ワーキング 
農泊推進の一助となる政策を議員連盟、各省庁、一般等、対

象別に考究 

損保共済ワーキング 会員向け商品(又は、特約・特典)の開発、設計 

アフターコロナ対策 

ワーキング(新) 
アフターコロナにおける新たな農泊需要の考究・提言 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

鳥取県知事 平井伸治会長理事       理事・評議会の様子 

 今期も微力ながら皆様のお力となれるよう尽力して参りますので、引き続きよろしくお



願い申し上げます。 

 

【役員および役付理事の選任について】 

今回、役員の改任が行われ役員の再任が承認されましたが、株式会社テレビ東京コミュニ

ケーションズの現代表取締役社長であります大島信彦様の退任に伴い、現専務取締役であ

ります佐々木宣幸様は新たに評議員としてご就任いただくこととなりました。 

今期の理事・監事・顧問・評議員につきましては以下のとおりです。 

役職      氏名           所属 

会長理事 平井 伸治(再任) 鳥取県知事 

副会長理事 皆川 芳嗣(再任) 株式会社農林中金総合研究所 理事長 

代表理事 上山 康博(再任) 株式会社百戦錬磨 代表取締役社長 

理   事 岡崎 浩巳(再任) 地方公務員共済組合連合会 理事長 

理   事 清水 清男(再任) 株式会社農協観光 代表取締役社長 

理   事 青木 貴晴(再任) 一般社団法人全国農協観光協会 代表理事専務 

理   事 境  克彦(再任) 株式会社時事通信社 代表取締役社長 

監   事 掘  光良(継続) 株式会社クレセント 取締役 

顧     問 久保田 穣(再任) 日本観光振興協会 理事長 

顧    問 清野  智(再任) 日本観光振興局 理事長 

評 議 員 青木 辰司(再任) 東洋大学 名誉教授 

評 議 員 本田 俊介(再任) 日本航空株式会社 執行役員 

評 議 員 佐々木 宣幸(新任) 
株式会社テレビ東京コミュニケーションズ 

代表取締役社長 

評 議 員 肱岡 弘典(再任) 全国農業協同組合中央会 常務理事 

 

【幹事長選任、組織変更について】 

また今期は、本会の事業を大きく展開したいと考えており、事務局機能の強化を目的とし

て、杉本 一郎氏（株式会社時事通信社 取締役）が本会幹事長として新たに就任したほか、

事業展開に伴う一部組織の変更が承認されました。 

 

＜農泊関連情報＞ 

〜 Countryside Stay News 〜 
 

◆第８回「ディスカバー農山漁村の宝 ＡＷＡＲＤ」の募集が始まりました！ 

農林水産省では、｢強い農林水産業」、｢美しく活力ある農山漁村」の実現のため、農山漁

村の有するポテンシャルを引き出すことで地域活性化、所得向上に取り組む優良事例を募

集しています。受賞者には、選定証の授与を行うとともに、特設 Web サイトでの活動紹介な

ど全国的な情報発信がされます。 

募集期間は、6 月 16 日(水)～8 月 31 日(火)です。 

 

【応募の対象となる取組】 

○美しく伝統ある農山漁村を次世代へ継承する取組 

○幅広い分野・地域との連携により農林水産業・農山漁村を再生する取組 

○国内外の新たな需要に即した農林水産業を実現する取組 

 

公式ＨＰは こちら 

 

※問い合わせ先は、応募者の所在地により異なりますので募集要領をご確認ください。 

募集要領は こちら 

https://www.discovermuranotakara.com/
https://www.discovermuranotakara.com/sentei/link/senteioubo8.pdf


 

 

◆「令和３年度観光施策」（※観光白書）が決定しました 

最近の観光の動向や、新型コロナウイルス感染症が観光にもたらした影響を幅広い観点

から分析するとともに、観光立国の実現に向けて講じようとしている施策を観光庁が報告

しています。 

※観光白書とは観光立国推進基本法基づき、観光の状況及び政府が観光立国の実現に関

して講じた施策並びに観光に関して講じようとする施策について、毎年国会に報告してい

るものです。 

 

ワーケーションやオンラインツアーなど、観光トレンドの変化や Post(With)コロナ時代

の観光事業の再生に向けた取り組みなどの掲載もありますのでぜひご覧ください。 

 

公式ＨＰはこちら 

令和 3 年版観光白書について（概要版）はこちら 

 

 

◆「新たな旅のスタイル」企業と地域によるモデル事業公募が開始 

観光庁では、ワーケーション等に関する企業と地域の継続的な関係性を構築し、取

組の定着につなげるために、送り手（企業）と受け手（地域）を対象としたマッチン

グを行い、効果の検証・制度導入・受入体制整備等を進めるためのモデル事業を実施

しています。そこで、事業への参画を希望する企業（モデル企業）と地域（モデル地

域）を募集しています。 

募集期間は、6月 14日（月）～7月 5日（月）14：00締切です。 

 

公式 HPはこちら 

モデル企業向けの公募要領はこちら 

モデル地域向けの公募要領はこちら 

企業・地域共同提案の公募要領はこちら 

 

※提出にあたっては、様式ファイルをダウンロードし、必要事項を記入の上、ポータ

ルサイトへご提出ください。また、同サイトに公募要領の説明動画が掲載されておりま

すのでご確認ください。 

新たな旅のスタイル推進事業ポータルサイトはこちら 

 

 

いかがでしたでしょうか？ 

最後までお読みいただきありがとうございました。 

当会では随時会員を募集しております。 

皆様の周りに農泊に取組中、またはご関心をお持ちの方がいらっしゃいましたら、当会をご

紹介いただけますと幸いです。 

ご質問等ございましたら、お気軽にお問い合わせください。 

 

また、会員様が実施されます農泊関連イベントや研修については、こちらのメールマガジン

上で告知を承ります。掲載のご希望がございましたら、送信希望月の 1 カ月前までに下記

E-mail へご連絡をお願い致します。受信後、当会担当者よりご連絡をさせていただきます。 

 

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝ 

発行：一般社団法人日本ファームステイ協会事務局 
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〒101-0021 東京都千代田区外神田 2-17-2 

（TEL：03-3526-2493 / FAX：03-3526-2494 ） 

ホームページ URL はこちら：https://jpcsa.org/ 

問い合わせ先 E-mail：info@jpcsa.org 
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